
※すべての部活動の写真を掲載できませんでした。ご了承ください。
ゴールデンウィーク中も鏡中生は、大会・練習試合・練習で「最善を尽くし」ていました。支部中体連総合

大会まで１ヶ月を切った今、競技力を高めるのはもちろん「人間力」を高めることも大切です。それは、集
約すると、人として・中学生として「やるべきことはきちんと行う」ということです。一言で言えば「凡事徹
底」。
「当たり前のことを当たり前にやる」ことです。一例を挙げましょう。☆時間を守る ☆すすんであいさ
つをする ☆自分のもの(道具・シューズ・バッグ・脱いだ衣服等)をきちんと整える ☆話を目と耳と心
で聴く…これらのことを徹底することで、必ず競技力が向上していきます。

「挨拶(あいさつ)」について考える

始業式・入学式で交わした４つの約束のうちの一つ「元気にあいさつを
する」…１学期が始まって１ヶ月経った「今」、守れているでしょうか。
この１ヶ月で、印象に残ったあいさつを二つ紹介します。

☆３年生T君：いつでもどこでも目が合うと（私に気づくと）、どんなに距
離が離れていても“コクリ”と頭を下げ、会釈をしてくれま
す。それも一度ではなく、二度・三度です。

☆３年生Ｅ君：登校してくると、必ず、立ち止まり姿勢を正して「おはようご
ざいます」と挨拶してくれます。１回や２回ではなく、毎朝必
ずです。

挨拶という漢字には、次のような意味があるそうです。挨⇒心を積極的
に開く。拶⇒相手に迫る。上述のT君、Ｅ君は、心を開いて、相手に迫るこ
とができていると感じます。顧みて自分はどうか…と自省しました。
最後に“あいさつの４ケ条”を紹介します。

１ 「あ」…明るく・温かく ２ 「い」…いつでも・誰にでも ３ 「さ」…先に・進んで
４ 「つ」…続けて・次の言葉を 挨拶は、社会生活の基本。鏡中生の気持ちよい挨拶を期待します！
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ゴールデンウィーク中も「最善を尽くし」「美しくあり」ました！

鏡中のあいさつを…
岩瀬地区一番に！！




